
 

 

１ 定着状況についての概要 

２年 
〇足し算は他の項目よりもできている児童が多いため、定着していると

いえる。 
３年 

〇正答率は目標値、前年度の正答率よりも低い。 

４年 
〇「基礎」「活用」ともに目標値を下回っている。 

〇観点別正答率についてもすべて目標を下回っている。 
５年 

〇すべての項目（基礎・活用、領域、観点）で目標値より数値が下回ってい

る。 

６年 
〇「基礎」に関しては、目標値・全国平均を上回っている。「活用」に関して

は、全国平均を上回っているが目標値は下回っている。 

〇観点別正答率に関しては知識、思考共に目標値・全国平均を上回って

いる。 

７年 
〇多くの問題において、目標値を上回ることができていた。 

８年 
○「知識・技能」「思考・判断・表現」はそれぞれ半分が目標値を超えている 

〇図形領域は正答率が高く、数式領域は低い 
９年 

〇「知識・技能」「思考・判断・表現」において目標値を下回っている。 

〇特に関数の領域の正答率が著しく低い。 

２ 具体的な課題 

２年 
〇１２０までの数と時計が、目標値より１０パーセントほど低い。全体的に

みて、どの項目も目標値より低いものが多い。 
３年 

〇箱の形 

４年 
〇時刻と時間 

〇□を使った式 
５年 

〇変わり方調べ 

〇角の大きさ 

６年 
〇分数の計算(基礎) 

〇割合(基礎) 
７年 

〇基本的な分数、小数の計算。面積、内角、グラフの読みとりやデータの

活用に課題があった。 

８年 
〇数学的用語や関数の理解が不十分 

〇文章から立式したり、グラフを分析し特徴を説明する力が欠けている。 
９年 

〇基礎となる「数と式」の正答率が低く、領域では「関数」に関連する問題

の正答率が目標値を大きく下回っている。 

３ 課題の原因として考えられること 

２年 
〇学習の基礎になる足し算・引き算の練習が足りていない。数の構成に

ついての理解が十分ではない。日常生活の中でアナログの時計を読む経

験が少ない。 

３年 
〇形の認識能力の低下 

４年 
〇言語理解力が低く、問題の意図を理解することができていない。 

〇数の仕組みや計算の意味を十分に理解することができていない。 
５年 

〇分度器の正確な使い方を理解できていない。 

〇基礎・基本が十分に定着できていない。 

６年 
〇分数の計算において、最小公倍数で揃えて加減する操作や、既約分数

に約分する基礎が十分でない。 

〇基準量と比較量を認識し、そこから割合を求める基礎が十分でない。 

７年 
〇正確に計算すること、用語の理解。 

８年 
〇数学的用語の理解と関数の概念が定着していない。 

〇文章を読み取る読解力が低いこと。 
９年 

〇文章を読み取る読解力が低いこと、基礎基本の計算や語句の理解が定

着していないため、全体的に正答率が上がらない。 

４ 課題解決のための方策 

２年 
〇デジタルドリルなどを活用して反復練習させる。 

３年 
〇授業ごとに復習を行い知識の定着を図る。 

４年 
〇具体物や図を活用して視覚的に捉えさせたり、場面の言語化をさせた

りして数や式の意味を丁寧に理解させる。 
５年 

〇作図などの学習で、分度器の復習および習熟を行う。 

〇１００ます計算の継続的な取り組み 

６年 
〇６年単元である、「分数のかけ算・わり算」と並行して、分母を揃えた分

数計算に取り組ませる。 

〇「割合」の単元学習に際して、AI ドリルのミライシードを用いた家庭学

習を実施し既習事項の復習に取り組ませる。 

７年 
〇正確に計算する反復練習。文章問題を考えて解くことで、用語の理解

を深めること。 

８年 
〇単元ごとに小テストや確認テストを行い、定着度の向上を目指す。 

９年 
〇スモールステップでの計算の反復練習を繰り返すこと、また、読解力を

つけるための文章問題の読み取り練習の時間を多く設定していく。 

５ 次年度の数値目標 

２年 
〇目標値に近づける。８２％の正答率を目指す。 

３年 
〇正答率を７割以上にする。 

４年 
〇「基礎」で目標値との差を 5ポイント以内にする。 

〇「たし算・ひき算」「かけ算」「長さ・重さ」「大きい数・小数・分数」におい

て目標値に達することを目指す。 

５年 
〇「基礎」が目標値に到達することを目標とする。 

〇「数と計算」の領域が目標値に達することを目標とする。 

６年 
〇「活用」が目標値に到達することを目指す。 

〇「割合」の考え方について理解を深め、目標値に到達することを目指

す。 

７年 
〇どの領域も目標値を達成すること。特に数と式は５ポイト以上高め、

目標値を超えていきたい。 

８年 
〇数式と関数の領域の目標値に近づくようにする。 

９年 
〇領域「数と式」「関数」において、目標値に近づけること。また、無解

答の割合を減少させること。 

 

算数・数学 科 


